
























第 2 子(長女)出産後も 8 週間の産後休暇のみで復帰しましたが、最初は長男と保育園が分かれてしま





第 3 子(次女)出産後、夫のアメリカ留学があり臨床から 2 年離れることになりましたが、 2 年後に帰
国してからは長女の体調も安定していたので常勤医に復帰しました口この時に常勤医に復帰できたのは、
卒後留学前までの 10 年間、 3 人の子供の出産・育児や子供の病気があっても、臨床から離れず医師として
の技術と勘を維持する努力をしていたからだと思いますD
それでも、子供が小学校に入ると学童保育は 18 時には終わってしまい、これは保育園より早い終了時間
で、あったため、手術次第で帰宅時聞が左右されてしまう手術麻酔の仕事は無理だと感じ、以前から興味の
あったベインクリニック外来に専従となりました。また、大変で、も当直は医師の大切な任務であると思い、
翌日に登校登園のない土曜日に担当していました。
このように、子供が小さくて手がかかる頃は、夫婦ともに当直を含め仕事が非常に忙しく、業務の調整
も自分の思い通りにはならないことが多く大変でした。でも、育児・家事とも夫婦でできる方が行う、家
事は完壁を目指さないとすれば、結婚しでも子供がいても家庭と仕事の両立はできると思います。もちろ
ん、保育園やサポートしてくれる人の存在は大きく、自分や家族の健康も重要なファクターとなります。
そして、子供が小学校に通いだすと放課後の問題、夏休み・冬休み・春休みの問題も出てきます。それで
も、何とか乗り切ることができ、今に至っています。現在は子供も大学生、予備校生、高校 2 年となり、
手がかからなくなってきましたので手術麻酔の仕事もペインクリニックも行う常勤医として仕事を継続し
ています。結局、人生は自分の予定通りにはいきませんから、自分のエフオートとは言え自分の好きなよ
うには使えません。でも、その時々の状況に柔軟に合わせ、仕事の形態を変えながらも自分のキャリアが
途切れないように継続して勤務していくことが大事だと思いやってきました。そして、何よりパートナー
や家族、周りの人々の協力あってこその今日であることを感謝しています。
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